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１ 授業概要 

道徳教育は「特別の教科道徳」（以下道徳と

いう。）を要とし、学校教育活動全体を通して

行うことで、個々の人格形成だけでなく、集

団づくりにも寄与している。また、話し合い

活動等を通じて道徳を充実するためにも、他

者の意見に耳を傾け、自分の考えを表明し合

う集団の育成が必要である。 

そこで本授業では、まず、理想的な集団づ

くりのために必要な道徳論的アプローチの理

論について検討した。問題解決的な学習・話

し合い活動等、道徳に限らず各教科・領域に

共通する思考過程や集団決定の特徴を紹介し、

道徳と他教科との横断的な学習について、事

例検討を深め、集団づくりに焦点化した道徳

の指導を構想した。さらに、集団づくりへの

道徳論的アプローチについて、実際に公立中

学校生徒を対象に、大学教員が授業実践を行

い、受講者がその授業を連続して参観し、集

団づくりの実際を学ぶことを目指した。 

 

２ 到達目標 

集団づくりに関する道徳理論を具体的な事
例に即して説明することができる。 

その理論的背景に基づいて、道徳や特別活
動の指導、学校全体のカリキュラム作成等、
実践的な取組ができる。 
 

３ 授業内容（7 時間構成） 

１・２時間目 
・  集団づくりの基本的な考え方、実践方法

について具体的な事例をもとにした講義 
・  道徳の授業作りの基本的な考え方につい

て外部講師による講義 
３～６時間目 
・  大学教員が松山市立東中学校へ出向き授

業を実践、受講者はその実践を直接参観 
（以下松山市立東中学校 1 年 3 組を対象に実

施した授業の概要） 

 

第 1 回授業 Ｒ2 11 月 24 日（火）  

第２回授業 Ｒ2 12 月 22 日（火） 

 

 

 

 

 

第３回授業 Ｒ3  1 月 14 日（木） 

第 4 回授業 Ｒ3 2 月 12 日（金） 

 
 
 
 
 
 
7 時間目 
・  振り返り（アンケート調査の実施） 
 

４ 指導の工夫 

 松山市立東中学校での授業実践に参加した

受講者には事前に指導案や使用するワークシ

ートを配付し、授業のねらいや授業展開につ

いて共有した。さらに、大学教員が当該授業

中に発言する一言一句を計画したメモ（以下

指導言という。）も配布し、授業作りの基本

を示範するとともに、無駄やダブりのない的

確な指示の在り方等についても考えさせた。

同時に、学生には詳細な授業記録を取ること

を要求しており、大学教員が指導言に沿って

どのように発言するか、また予定したプラン

通り、授業が展開するかについても着目させ

た。 

 グループワークを通して、自分の良さ

や友達の良さに目を向けさせ、互いに認

め合うことの大切さについて考えさせ

る。（グルーピング、アイスブレイク、グ

ループワーク） 

少数意見を尊重したコンセンサス形成の

過程を経験させ、効果的な話し合いの技

能を身に付けるとともに、互いを尊重す

ることの大切さについて考えさせる。（コ

ンセンサストレーニング） 

話し合いのスキルを向上させるととも

に、具体物を用いて、自他の個性を尊重

することの大切さについて考えさせる。

（教材：わたしのジャガイモ） 

自他の個性を理解し尊重することで、よ
りよい人間関係を形成しようとする態度
を育てるとともに自分の可能性を信じ、
夢の実現に向けて希望をもって努力し、
学校生活を充実させようとする心情を育
てる。（教材：１−３オークション） 



（指導案 一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指導言 一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ アンケート結果（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

集団を本気にさせるといったことに関
して言えば、１月１４日に山内先生がさ
れた「私のジャガイモ」の授業は子ども
を本気にさせた授業だと感じた。前時か
らスペシャルゲストを招くと期待させ、
院生に運ばせる演出で、ただのジャガイ
モを特別感のあるジャガイモに昇華させ
た。もちろん、授業者が足を使いスーパ
ーを何軒も回って、様々な種類や産地の
ジャガイモを用意したという工夫も子ど
も達に良い影響を与えたと思う。だから
こそ、真剣にジャガイモに向き合い名前
や家族構成などを考えられた。その後、
ジャガイモと別れ、再び出会う場面もあ
ったが、いい加減な気持ちでジャガイモ
と接していないから、個性を見つけ無事
再会できたのだと思う。また、授業の中
盤には説話もあったが、子ども達は、説
教臭く感じるのではなく山内先生の話に
本気で耳を傾けて、本気で向き合うこと
ができていた。 

山内先生の学級活動の授業を何度も参
観させていただき、 先生に講義で教えて
いただいたことが模範的な授業実践から
も理解することができた。毎時間、指導
言作成による指示や発問の精選、道徳的
な自尊感情を育てるアクノリッジメント
の働きかけ、ブレーンストミングや様々
なグループワークの内容、子どもが進ん
で考えを伝え合えるような雰囲気づく
り、 徹底できる学習のルールづくり、リ
アリティーのある小道具の活用、思いを
込めた語りなど１時間の授業の中で多く
の手立てや工夫があり、ねらいに迫る授
業実践で大変参考になった。私もこれま
での経験に加えて プロであるという自覚
と自己変革意識をより強く持って、熱
意・専門性・人間性を高める努力をする
とともに、先生のような子どもたちの心
に響く授業ができるようにもっと「授業
力」を磨いていかなければならないと強
く感じている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

はないかと考える。より実践的な指導力の育

成を目指して、受講生に対してどのような授
業を提供できるか、様々な指導方法を検討

し、試行錯誤していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 今後の課題 

 今回の授業は、松山市教育委員会主催の「松

山市教育研究センターフェスタ」の公開授業の

一端として、松山市教育委員会、松山市立東中

学校の全面的な協力を得て実施できた。大学教

員がこれまでの経験や理論を生かし、実際に生

徒を対象にして授業を実践し、受講生はそれを

参観するという、ある意味では理想的な授業が

構築できた。受講生の中には現職教員もおり、

アンケートにあるように、授業実践の参観から

学ぶことも多かったように思われる。 

 しかし、このような授業を毎年提供できるか

どうか課題が残る。大学側だけでは構築できな

い授業であり、関係機関の協力が必須である。

しかし、教職大学院が提供する授業としては今

後、このような形態も検討する余地があるので 

山内先生ほどのキャリアのある先生自
らが惜しげもなく我々に授業実践を披露
していただけたこともかけがえのない財
産となりました。こだわり抜いた授業の
ネタやプレゼン等の事前準備はもちろん
のこと、教師の発言の無駄を削ぎ落すた
めに、あらかじめ「指導言」を準備して
おくという徹底ぶりには驚嘆いたしまし
た。授業をより良いものにしていくため
にとことん追究していくと、その境地に
達するのだと認識しました。また、山内
先生の授業を参観させていただいたとき
に感じた一番の印象は、教室内に「子ど
もたちの生き生きとした表情」があると
いうことです。先生も生徒も笑顔で授業
に臨んでおり、そこにはワクワク、ウキ
ウキというような感覚があるように感じ
ました。 


